






選択肢がある（McMillan, 2001; Rollin, 2006; Villalobos, 2011）。日本の臨床獣医師を対象に、
獣医師／飼主の間でペットの安楽死選択という考え方は受け入れられているかを尋ねたとこ
ろ、これに同意する回答者の割合は、同意しない回答者の割合よりも多かった 1）（杉田・入
交 , 2010）。一方、同じ回答者が過去 1年に行った安楽死処置の数は平均2.48件で（Sugita & 





えばそう思う」を「同意した」（順に85 .0％、70 . 3％）とし、「そう思わない」または「どちらかといえば
そう思わない」を「同意しなかった」（順に15 .1％、29 . 8％）とした。
2） 米国の調査では、獣医師1人あたりの処置件数は月平均で7.53件であった。ここでは、日本の調査結果
と比較しやすいように、それを年間平均件数に換算した。






































2007; Dickinson, Roof, & Roof, 2010）。しかし、飼主にとってその決断をするのは容易ではない。
日本に比べて処置件数が多いと言われる欧米においても、自身が下した決断の正当性を確信
し、罪悪感を抱かずにいられる飼主は多くないことや、処置選択に関わる一連の過程によっ
て、飼主がうつやペットロスになる可能性が指摘されている（Borden, Adams, Bonnett, 
Shaw, & Ribble, 2010; Davis, Irwin, Richardson, & O’Brien-Malone, 2003; McMillan, 2001; 
Morris, 2008, 2012; Rémillard, Meehan, Kelton, & Coe, 2017）。さらに、その過程における
飼主対応や処置行為は、獣医師のストレスの問題とも関連している（Bartram & Baldwin, 
2010; Bartram & Boniwell, 2007; Bartram, Sinclair, & Baldwin, 2010; Fritschi, Morrison, 
Shirangi, & Day, 2009; Tran, Crane, & Phillips, 2014）。
日本の家庭で飼育されている犬猫の平均寿命は延びている 5）。これに伴い、ペットの高










4） 朝日デジタルの記事「ペットの『安楽死』悩む飼主 『天寿をまっとう』さからったのでは…」（岩崎 , 
2018）が公開された折に、Yahoo! JAPANニュースに寄せられたコメントを参考にした。
5） 一般社団法人ペットフード協会（2010 , 2017）の2010年調査では、犬の平均寿命は13 .9歳、猫の平均寿


















主の条件が異なる 7項目を設け（表 1参照）、［1 賛成］［2 どちらかといえば賛成］［3 ど









管理センタ （ー保健所）に連れていく］［B どこかに捨てる］［C 里親を探す］の 3項目を設け、
















は、SPSS 23.0（日本 IBM, 東京）を用いた。コルモゴロフ・スミルノフ検定を行った結果、































































飼主のQOL低下が予想されるケース（項目D）でより反対に傾いた（U = 16,028.0, z = 2.02, 
p = 0.043）。室内猫飼育者は、飼主の入院／死亡によるケース（項目G）でより反対に傾い
た（U = 16,098.0, z = 2.41, p = 0.016）。動物病院で処置が行われることを知っている回答者










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た（χ2 = 273.21, df = 16, p < 0.001）。
この質問では、処置方法の知識の有無によって回答に差が見られた。処置方法の知識があ
る回答者は知識が無い回答者に比べて、［1 安楽死処置を選択する］の選択率は多く（39.8％ 
> 15.5％）、迷いを示す［3 どちらともいえない］の選択率は少なくなった（22.4％ < 36.4％）（U 
= 19,394.0, z = 4.79, p < 0.001）。
3.4　健康な動物の処遇の是非













の選択率に比べて［5 理解できない］の選択率（43.8％ < 60.1％）は減少し、［1 理解できる］
の選択率（12.5％ > 6.8％）はやや増加した（U = 6,012.5, z = -2.69, p = 0.007）。
［C 里親］については、他の 3項目とは異なり、［1 理解できる］という肯定的な意見の
割合が最も多く、77.5％を占めた。この傾向は、特に女性（79.9％）と処置方法の知識があ





［D 安楽死処置］で、［1 理解できる］または［2 どちらかといえば理解できる］と回答
した14人について、他の 3項目の回答分布を見ると次のようになった。［A 動物管理セン
ター］については、8人が［1 理解できる］と回答した（χ2 =117.27, df = 16, p < 0.001）。［B 
捨てる］については、10人が［5 理解できない］と回答した（χ2 =125.60, df = 16, p < 0.001）。











































女 37 15 ジステンパー（生後30日位） 有
2 女 43 20 水頭症（生後すぐ） 有
3
???
女 23 2 末期癌（全身転移）、呼吸困難 有 【痛み】が増した






5 男 57 3 末期癌 有
6 女 45 4 原因不明の病気 有
今後の獣医療に役立ててほしい、原因が
知りたかった
7 男 62 5 胸線腫、術後数ヶ月で腹水・胸水 有 犬が【苦しい】思いをする
8 女 64 5 有
【回復の見込みが無く】、【痛み】が強かっ
た
9 7 末期腎不全、痙攣止まらず 有
10 女 52 8 病気 有
【何も食べられなくなり】、【苦しみ】出
した
11 女 57 12 末期腎不全 有
点滴も薬も効かなくなり、【苦しむ】ば
かりになった（安楽死処置前日に死亡）
12 女 41 15 原因不明で歩けず、動けず 有 【回復するかわからない】と言われた




14 男 75 12 有
15 男 63 20 有
16
???










18 女 43 12 有 治療をしても【苦しむ】だけと言われた




20 女 65 20 末期癌
21
???
女 45 1 無 【回復の見込みが無く】、【苦しんで】いた
22 女 47 1 脳腫瘍（切除不可）、眼球圧迫 有
【回復の見込みが無く】、【痛み】や【苦
しみ】をやわらげることも難しかった
23 女 39 2 交通事故 有
頭を打ち、尾や臀部を食べるようになっ
た
24 女 63 2 末期癌 有
25 女 41 5 猫エイズ、膀胱炎、呼吸不全 有
獣医師から「【このままでは窒息する】
だけです」と言われ、同意した
26 女 43 5 脳障害、立ち上がれず、声をあげ続ける 無




28 女 32 6 事故 有
29 女 31 10 末期腎不全 有












32 女 60 5 有 治療しても【回復する見込みが無かった】












女 45 <1 僧房弁閉鎖不全症（投薬治療中） 無 現在、薬で病気の進行を遅らせている
35 男 66
<1 血便、吐血 無 衰弱死
35 室外犬＝子供のアレルギー対策














38 女 45 1 脳腫瘍、発作（大型犬、15歳） 有
ステロイドで発作が治まっている時に死
亡
39 女 39 2 心臓疾患 無
40 女 44 2 原因不明の病気 無
長年飼っており、可哀想で死なせること
はできなかった
41 男 52 3 頭部と顔部の癌（手術不可能） 無
病状の進行が早く、安楽死を考える前に
死亡




43 男 34 10 認知症、夜寝つかず 無
44
???
女 58 <1 孫を噛んだ 無 孫の親がそこまでしなくていいと言った
45 女 27 2 認知症、足が立たず 有 決める前に死亡




47 女 54 10 骨肉腫で足を切断 無 獣医師から手術を勧められた
48 男 28 16 慢性疾患、1ヶ月寝たきり、食欲無し 無 家で看取りたかった
49
???
女 41 <1 猫白血病 有
余命は最長でも数ヶ月と考え、住み慣れ
た家で死なせた方がよいと判断した



























































認］［D 時間を取る］（共に69.0％）、［E 立ち会いの意向確認］［F プライバシー確保］（共に
58.6％）であった。最も少なかったのは、［K 悲嘆対処法の情報提供］（6.9％）であった。続



























































































































によるサポートが有効であるとの見解が示されている（Barnard-Nguyen, Breit, Anderson, 

















































る（Hart, Hart, & Mader, 1990; Lagoni & Butler, 1994; Sanders, 1995）。獣医師が事前に処置
方法を説明し、処置後にサポートを行うことで、飼主の悲嘆の期間が短縮されるという見解







































































12） 引き取り総数は209 , 388頭（犬71 ,643頭、猫137 , 745頭）で、この内返却・譲渡されたのは48 ,127頭（犬
33 ,269頭、猫14 ,858頭）、殺処分されたのは161 , 847頭（犬38 ,447頭、猫123 , 400頭）であった。
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